
第38期第22回理事会議事録

日 時：2016年５月18日（水）17時00分～20時10分

会 場：国立オリンピック記念青少年総合センター

414会議室

出席理事：新野 宏，藤谷徳之助，岩崎俊樹，榎本 剛，

近藤 豊，佐藤正樹，竹内綾子，竹見哲也，

中村健治，中村 尚，長谷部文雄，廣岡俊彦，

藤部文昭，三上正男，山田和孝，余田成男 ，

以上16名

（理事現在数20名）

：議題４の途中から出席

出席監事：岡本幸三，高谷康太郎，以上２名

その他の出席者：隈 健一，木俣昌久，安斉良悦（以

上気象庁，春季大会実行委員），下道，渡辺，

志村（事務局）

議 題

議事に先立ち，新野理事長より春季大会を担当した

気象庁に対して感謝の意が表明された．

１．第38期第21回理事会議事録の確認

２．会員の新規加入等について

新入会23，退会２を全会一致で承認した．2016年

５月11日現在，会員数3,508名で個人会員は3,262

名．

３．2016年度総会資料について

2016年度総会の参加票集計結果について報告が

あった．2015年度と比べて締切までの期間が短かっ

たためか，投票率は47.0％となった．なお，2015年

度総会で無効票が多かったことを受け，議決権行使

と委任を両面にしたものの，今回も両方への署名が

多く無効票率は9.7％と高かったことが報告された．

また，総会参加票に記載された意見等への回答につ

いて，企画調整担当理事より案の説明があり，検討

の結果，了承した．

４．各委員会からの報告

庶務…以下の報告があった．

１）転載許可

①申請者：（株）古今書院

転載元：図7.4，秋田谷英次，遠藤八十一，1998：

第１章 雪崩の発生機構．雪崩，気象研究ノー

ト，（190），3-17．

図7.6，西村浩一，1998：2.1 雪崩の内部構

造．雪崩，気象研究ノート，（190），21-36．

図3.27，図3.28，小島賢治，1979：融雪機構と

熱収支．気象研究ノート，（136），1-38．

図2.28，Takahashi,T.and N.Fukuta,1988：

Supercooled cloud tunnel studies on the
 

growth of snow crystals between －4 and

－20℃.J.Meteor.Soc.Japan,66,841-855.

転載先：「雪氷学」，亀田貴雄・高橋修平著，古

今書院発行予定

２）後援名義等使用依頼受付

①名称：No.16-63講習会「CFDの基礎とノウハウ」

主催：（一社）日本機械学会

期日：2016年６月21日

場所：東京大学生産技術研究所An棟３階大会議

室

名義：協賛

②名称：日本ヒートアイランド学会第11回全国大会

主催：日本ヒートアイランド学会

期日：2016年７月８日～10日

場所：広島工業大学 五日市キャンパス

三宅の森Nexus21

名義：協賛

３）その他

①４月18日 第２回評議員会

②４月27日 総会資料・参加票発送

③５月16日 参加票締め切り

会計…2016年４月分の収支及び現預金検査報告．

企画調整…以下の報告があった．

・学会運営の中期課題について，とりまとめた中間

報告案を了承した．

・2014年度に受領した松野並びに立平名誉会員から

の寄付金の活用策について，立平会員からの寄付

金については，岸保賞を拡充し岸保・立平賞を創

設することを了承した．また，松野会員の寄付金

の活用策については，引き続き検討することと

なった．

講演企画…予稿集の電子化についての検討状況につい

て報告．

天気…以下の報告があった．

・Vol.63 No.５（2016年５月号）の掲載記事と，

Vol.63No.６,７（2016年６,７月号）の予定記

事．

〝天気"63．7．
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・天気編集書記を２名体制とすることについて，全

会一致で承認した．

SOLA…2016年５月10日までの投稿論文数が52編，出

版済みの論文数が26編であり，例年より多いこと

が報告された．ACM2015特集号への投稿が７編

であったことが報告された．

各賞…奨励賞候補者の推薦について，推薦委員会より

候補者が提示され，推薦理由についてチェックを

行った．今後，全理事の投票を経て受賞者を決定

する．

学術…大型研究マスタープラン2017について，今後

JpGUで議論される予定であることが報告され

た．

気象災害…JpGUのユニオンセッションにおいて，気

象学会からは気象研究所加藤氏が線状降水帯につ

いて講演することが報告された．また，第39期で

は防災学術連携体への対応が課題であることが報

告された．

人材育成・男女共同参画…保育施設利用ガイドライン

の検討状況について報告．

５．第28回日本気象学会夏期特別セミナーについて

第28回日本気象学会夏期特別セミナー開催のため

の資金援助申請について全会一致で承認した．

平成28年６月27日

公益社団法人日本気象学会

理事長 新野 宏

監 事 岡本 幸三

監 事 高谷康太郎

2016年７月
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航第11回 会の開催と講演募空気象研究 せ

第11回航空気象研究会を下記要領で開催し

集のお知ら

：2017年２月７日（火）13時30分～18時00分

場所：気象庁講堂（予定）

主題：2016年２月

ます．

日時

の航空気象研究会を開催し

たところ，多数の方々にお集まりいただき，乱気

流，台風に伴う強風等航空機の運航に影響する現象

に関する講演や高度化した観測システム・支援プロ

ダクトの紹介等多方面からの話題提供と活発な質

に第10回

りました．

航空気象の研究は，運航会社関係者・管制機関従

事者・気象関連会社従事者・気象主管庁関係者・関

係研究機関研究者等の人々により，飛行場や航空路

の気象，航空機への気象の影響等々を対象にして

様々なアプローチが考えられます．第10回の研究会

でもこうしたアプローチの一端が紹介されたところ

であり，今後もより多くの方々からの研究が推進さ

れていくことが大切であると考えています．

話題：限定しません．引き続き，航空気象にかかわる

様

疑

応答があ

，航空気象関係者（操縦士・運航管理

者・管制業務従事者・予報業務従事者・観測業務従

事者・研究者等々）から幅広く募集します．

講演申し込み要領：

応募締め切り：2016年10月31日

講演者氏名，所属，題目，要旨（400字以内），連

絡先（電話・住所・E-mailアドレス）を添えて，

お申し込みください．なお，発表演題は10題程度と

し，質疑応答に時間をかけたいと考えております．

従いまして，応募多数の場合には運営委員と調整さ

せていただく場合がありますことを予めご承知おき

ください．

お申し込み・お問い合わせ先：E-mailにより以下の

運営委員のアドレスまでお願いします．

katsumasa.yagi-a＠met.kishou.go.jp 八木勝昌

s-siozawa＠met.kishou.go.jp 塩澤定道

主催：航空気象研究連絡会

運営委員：土田信一（委員長），吉野勝美，坂本 圭，

浦 健一，和田由希，八木勝昌，塩澤定道，福田正人，

阿部孝史，小野寺三朗，堀川道広，山岸正雪々な題材を


